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【警 告】
（1）皮膚障害

（2）肝機能障害

【禁忌（次の患者には投与しないこと）】

【効能・効果】
HIV-1感染症

＜効能・効果に関連する使用上の注意＞

【用法・用量】
通常、成人にはネビラピンとして 1回200mgを 1日 1回、14日間経
口投与する。その後、維持量として 1日400mgを 2回に分割して経
口投与する。なお、年齢、症状により適宜増減する。投与に際して
は必ず他の抗HIV薬と併用すること。

＜用法・用量に関連する使用上の注意＞

【使用上の注意】
1．慎重投与（次の患者には慎重に投与すること）

2．重要な基本的注意



3 ．相互作用

（1）併用禁忌（併用しないこと）

（2）併用注意（併用に注意すること） 4．副作用

（1）重大な副作用（頻度不明）
中毒性表皮壊死症（Lyell症候群）、皮膚粘膜眼症候群（Stevens-
Johnson症候群）

過敏症症候群

肝炎（劇症肝炎を含む）、肝機能障害（AST（GOT）、ALT（GPT）、
γ-GTP、Al-P、総ビリルビン等の上昇）、黄疸、肝不全



顆粒球減少、うつ病、幻覚、錯乱、脱水症、心筋梗塞、出血
性食道潰瘍、全身痙攣、髄膜炎

アナフィラキシー様症状

（2）その他の副作用
5．高齢者への投与

6．妊婦、産婦、授乳婦等への投与

7．小児等への投与

8．過量投与

9．その他の注意




